
1)事業所名 
 
 

2)事業所 
 所在地 

〒   － 
 

（所属） 
3)記入者 

（氏名） 

（連絡先）Tel：（          ）      ― 

     Fax：（          ）         ― 
     e-mail：            ＠                      

4)業種  ⑤従業員数 （人）※平成15年3月末現在 

5)主な生産品・販売品・サービス等      

 

Ｑ１．企業連携によるゼロエミッションネットワークづくりの対象となる廃棄物について 

貴事業所で現在、発生・排出している廃棄物の中で、企業連携により、リサイクルの推進や処理費の低減を図りたいと思う廃棄物種類について、以下の選択肢から選び、○を付けて下さい。（いくつでも） 

 

１．事業系一廃  ２．容器包装系廃棄物  ３．食品残さ  ４．廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類  ５．木くず  ６．自社焼却灰（燃え殻、飛灰）   
７．汚泥  ８．ガラス・陶磁器くず  ９．廃酸  １０．繊維くず  １１．ゴムくず  １２．使用済み製品  １３．その他 

 

 

②廃棄物種類 ③発生量(H14 年度) ⑤現在の処理方法 ⑥処理・リサイクルにおける現状の問題点 

分類ｺｰﾄﾞ 
①

No. 名称 
大 小 

数値 単位 

④内容詳細 

（性状・発生工程等） 記号 具体的に（自由記入） 記号 具体的に（自由記入） 

           

           

           

           

 

 

ア．直接資源化している   イ．中間処理後、資源化している   ウ．中間処理後、最終処分している   エ．直接最終処分している 
〔資源化方法の例〕原料化、燃料化、建設資材化、土地造成材化、飼料化、肥料化、土壌改良材化、金属回収 etc… 
〔中間処理方法の例〕焼却、乾燥、脱水、油水分離、中和、圧縮、破砕、コンクリート固化、蒸留 etc… 
〔最終処分方法の例〕安定型処分、管理型処分、遮断型処分、海洋投棄、保管 etc… 

 
A 安価な処理・リサイクル方法がない 
B 発生量が少なく量がまとまらない 
C 不定期に発生する 
D 廃棄物の質が一定でない 
E 近くにリサイクル施設がないので、遠方までもっていか

なくてはならない 

F 情報がなく、リサイクル方法がわからない 
G リサイクルが技術的にむずかしい（または不可能） 
H 様々なものが混合して排出されるため分別がむずかしい 
I 複合材であるため分別がむずかしい 
J 分別等に対する従業員の理解・協力が得られない 

K 従業員にとって余分な手間が発生する 
L 生産ライン等において余分な工程が発生する 
M 処理・リサイクルに関する情報管理が大変 
N 人材（担当者）がいない 
O 分別・保管等のスペースがない 
P その他 

2003 年度 EPOC 中部エコネットワーク研究会 企業連携によるゼロエミッションネットワーク検討のためのアンケート調査 記入用紙
※御記入の際には、同封の「記入要領」、「廃棄物コードリスト（記入要領裏面）」を御参照下さい。 

※①に選んだ番号を記入し、その詳細について②～⑥の欄に記入してください。 （注．行が足りない場合は、恐れ入りますが、予めコピーをしてご記入下さい。） 

※別紙；廃棄物ｺｰﾄﾞﾘｽﾄ参照  

＜次頁につづく＞ 

※ア～エから選択して記入 ※A～Ｐから選択して記入（いくつでも） 



Ｑ２．自主的研究会への参加について 

貴社が Q1 でお答えになった廃棄物を対象とした、企業連携によるゼロエミッションネットワーク検討のための自主的研究会を立ち上げるとしたら、その研究会に参加してもよいと思われますか？ 

以下の選択肢ア～ウの中から選び、○を付けてください。また、それを選んだ理由（あるいは参加してもよい条件）についても御記入下さい。 

〔選択肢〕 
ア．参加してもよい。  
イ．参加したくない。 
ウ．条件次第で参加してもよい。 

（アの場合）参加しても良い理由／（イの場合）参加したくない理由／（ウの場合）参加してもよい条件 について具体的に                         
 

 

Ｑ３．企業連携に関するアイデアについて 

本調査では、共同回収・処理を中心としたゼロエミッションネットワークを想定していますが、企業連携としては、その他、以下のような連携パターンも考えられます。 

⇒ カスケード利用（他事業所の廃棄物を受け入れて再利用） 

⇒ 共同リサイクル施設整備（共同出資等によるリサイクル施設整備） 

⇒ 情報交換（リサイクル処理等に関する情報交換）  etc… 

上記のようなことも含めて、貴社では、企業連携によりリサイクル率の向上や処理費低減が図れるようなアイデアはございますでしょうか？なにかございましたら、下欄にご自由にご記入下さい。 

 

（企業連携に関するアイデア） 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 


